
一
、
序

潟
衡
氏
の
遺
著
「
漢
石
経
集
存
」
に
牧
鍬
さ
れ
て
い
る
周

易
概
碑
を
検
討
す
る
と
、
楳
胞
の
ご
と
き
文
字
を
授
は
比
す
る
の
で
あ

る
が
、
な
お
、
こ
の
文
字
は
隷
絡
を
四
に
見
え
る
一
市
緑
一
校
尉
楊
孟
す
〈

…
ゐ
門
頭
、
な
ど
蹟
く
漢
伴
の
し
ム
に
散
見
し
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
文
字

が
現
行
本
の
周
易
坤
卦
の
名
郡
に
あ
た
る
方
公
J

で
あ
る
こ
と
は
、
石

総
断
碑
の
出
現
に
よ
っ
て
決
定
的
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
文
字
は
如
何
な
る
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
Q

そ
の
形
・
一
昔
・
義
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

凶

叫

、

ド

I
q
h
a
r
r
1
こ
'1t
て
H
3

二
湯
川
V
H日
以
づ
間
川
匂
合

漢
碑
に
散
見
す
る
侃
字
の
用
法
に
は
、
乾
山
川
・
川
m
w脱
・
川
引
先
な
ど

の
よ
う
に
熟
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
に
そ
の
使

用
例
を
指
摘
し
て
み
る
。

、

寸

I
A

<<< 

字

の

一
、
序

伊

q
ム、

「
j
f

二
、
滋
碑
川
山
内
午
現
中
例
三
、

説
文
か
ら
見
た
川
町
と
坤

四
、
字
義
考

七

、

結

論

手
議
彩
色
問
、

2
、
下
待
以
車
一
向
お

ー

、

ム

乙

川

内

リ

1
4
伸
次
公
紛
糾
-

E

手
前
い
か
パ
郊
和
不
一
%
年
(

研

Ifr寸

:7iユ

オミ

オて

4
、

芝

代

均

台

，

d
p勾
，

J
1
s
i
t
-
-
r

5
、
辞
世
乾
mm

一抱一雄

、
〉
、
川
U
1
3
p
d
戸
乙
/
¥
百
お
孔

{

i

J

妥
JE寸
，
十
、
氷
山
容
X

7
、
失
明
一
哲
今
入
山
川
戸

九
年
明
同
学
イ

8
、
受
象
乾
山
川
料
一
訟
が

〈
長
一
一
良
県
判
部
Mm問

G
d
μ
γ
f
t
-
一

段

芯

」

喜
一
抑
制
判
延
な
七
伴

。、2
1
E
h
I一
認
滋
山
廷
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1

常
寸
引
戸
/
一
れ
ト
等
以
叫
ん
布

1
、
主
代
1
い
設
発
議
終
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1
4
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/
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省
、
一
氷
段
一
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2
、仏
X
3
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げ
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街
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一
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鈎
方
潟
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1

E

吋
阿
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門
司
?
?
(
二

3
、
芝
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糸
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一
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例
孔

1
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〈
?
お
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年
士
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4
、
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支
放
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災
件
前
斜
・

1

壬
1
1
4
M』
司

“

「

川

U
A
M
-

一
光
年
(
一
七

6
1
、

V
ヘ
μ円
以
ル
，
〈
主
十
位

5
、
芝
日
仏
1
/
録
。
口

J
4
J
v
H
8
・

佐

ー
ド
寸
〈
二
ノ
攻
守
五
年
(
一
じ

円
。
、
《
子
い
こ
封
一
計
家
鋭
部
総
額
・

ー

や

3
2
5
山

GdJHれ
か
え
…
七

2
，
 

げ

i

、
ι
乙
げ
パ
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パ
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J
，ふJ
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z
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l
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ぺ
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8
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z5酔立捕闘
2制ごM
日
じ
心
μ宍いhぺ-苧やお
U以叩リ
μMM
一H衿竹
?争

ぺ

1
i
!ペ叶
γi」絢
g砂ごU二僻
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(
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中
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9
、
乏
ゴ
L
1
2
/
一
円
以
ユ
設
ン
一
&
寸
れ

吋
4
s

ム

イ

l
i
-
-
J
4
a
白

p
f
l
!一
-
J
x
n
g
f
a

イ

初
、
致
役
乎
川
川

-
線
開
押
Amu-
十
五
、
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1
1
4

、
ヮ
ー
い

の

/

〕

/

い

3

辺
、
保
山
総
既
定

3
、

U
E
L
'
Z
K
三
公
山
中

2

去
五
手

fv
光
和
問
年
(

弘
、
依
然
物
母
向
山
相

5
、・
μ
乙
げ
山
い
巴
制
州
大
内
ザ
リ
料

qH
治

中

/

い

3
h
v
m
T
五
年
〈

6
、

一

L
E
2
K
州
議
問
・
州
諸
外
金
五
、

2

喰
対

H
r
m
γ
f
y
終
年
同
九

j司
正;

_. 、

の
諸
併
に
見
ら
れ
る
間
字
の
資
際
の
、
諜
石
絞
能
存
の

や
笈
字
点
石
闘
に
牧
鋒
さ
れ
て
い
る
原

J

仰
の
影
印
、
そ
の
他
金

石
粋
縮
、
線
滑
な
ど
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
殻
制
伴

や
漢
隷
字
源
の
字
搬
は
銃
に
偽
髄
が
多
く
、
本
来
の
…
期
間
を
知
る
に

主
込
山
り
山
純
一
留
し
こ
主
バ
え
注
バ
の

t
b
、よ主ドト

l
i
l
J
J
1
4
n
t
t
J
I
V
K
L
J
V
J

、L

(
沖
…
)
拠
伊
川
判
中
の
字
削
聞
は
加
叶
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
祭
勢
に
品
川
町
山
間
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
印
刷
の
閥
係
で

す
べ
て
一
殺
に
統
一
し
た
。
山
氏
慾
に
つ
い
て
は
前
潟
、
総
一
心
終
災
a

存
・
築
学
内
H
f
打
開
・
金
猪
狩

総
・
相
対
対
・
制
州
側
仰
な
ど
そ
参
照
さ
れ
た
い
。

一
一
一
、
字
形
考

漢
碑
所
見
の
字
鰻
が
坤
の
字
に
詣
る
こ
と
に
つ
い
て
、

隷
擦
の
中
で
、

乾
川
輿
類
、
川
相
類
。
醗
家
一
弘
印
有
乾
川
、
漁
夫
淵
也
c
比

'
有
坤
字
む
此
乃
乾
沖
、
雨
。
(
完
納
碑
)

と
述
べ
て
い
る
c

な
お
、
一
主
篇
や
経
典
襟
寸
〈
な
ど
の
記
掛
い
ず
れ

も
み
な
何
の
字
が
坤
に
蛍
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
コ
坤
の
字
は
漢
叫
で
立
す
で
に
例
示
し
た
出
の
字
畿
を

用
い
て
い
る
だ
け
で
、
も
今
日
用
い
て
い
る
坤
の
字
鐙
を

の
祉
い
沼
山

設
け
ル
す
る
こ
と
い
か
で
き
J
4
い
c

こ
の
涜
象
は
隷
縛
や
殻
絞
、
金
石
粋

編
@
笈
ωγ
点
一
わ
川
州
ヘ
i
u
r

三
載
っ
て
い
る
漢
砕
を
始
め
と
し
て
一
つ
の

例
外

J
Yぱ
く
、
お
そ
ら
く
渓
代
に
お
け
る
用
字
の
特
色
に
な
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ν

と
こ
ろ
で
、
漢
碑
の
字
形
が
何
に
由
来
す

る
か
に
つ
い
て
諸
説
を
数
理
す
る
と
、
六
経
正
誤
・
ム
ハ
説
日
略
・
康
州
市

字
典
な
ど
が
坤
の
卦
の
形
を
象
っ
た
と
す
る
訟
と
一
説
文
字
湿
・
経
叫
一
夜

述
開
・
張
行
字
の
熔
ば
な
ど
の
ご
と
く
、
こ
の
字
形
は
河
川
の
川
の

字
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
設
の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
こ
の
う
ち
後
者
の
設
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る

が
、
十
日
鏑
篇
の
訟
を
除
い
て
は
み
な
十
分
な
確
授
を
も
た
な
い
恨
み

が
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
川
の
字
の
諸
形
慌
を
甲
骨
文
(
後
上
・
十
て

て
後
上
・
十
四
・
一
な
ど
〉
、
金
石
文
(
大
矛
・
士
一
同
航
、
鑓
布
品
川

鋲
・
奇
瓶
、
附
附
川
司
馬
之
翠
・
古
舘
笹
川
、
漢
関
母
綴
石
関
銘
・
朝
間
協

関
、
郭
一
本
稗
・
金
石
粋
綴
な
ど
〉
、
長
沙
総
書
ハ
大
股
雑
誌
十
・
六
、

書
道
全
集
一
〉
な
ど
に
つ
い
て
牧
採
し
検
討
し
た
結
果
、
漢
碑
の
字

鰻
山
中
確
と
し
て
川
の
字
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

川
の
字
の
最
も
古
い
形
は
、
甲
骨
文
(
前
回
・
十
一
ニ
・
二
、
前
八
・

十
一
一
・
問
、
後
下
二
十
四
・
十
て
後
下
二
十
四
・
十
六
な
ど
)
に

よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
南
岸
の
間
を
ぬ
っ
て
流
れ
る
水
を
象
っ

た
象
形
文
字
で
あ
っ
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
具
銭
的
に
水
滴
を
書
き
し

る
し
た
も
の
や
、
そ
の
水
滴
が
略
さ
れ
て
線
に
務
化
し
た
も
の
が
あ

っ
、
ま
た
縦
書
き
、
山
積
耕
一
一
日
き
な
ど
が
あ
っ
て
、
…
秘
め
て
自
由
な
盟
国
法

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
川
の
字
を
漢
碑
の
字
鐙
と
北

( 13 ) 



較
す
る
と
前
者
の
閣
に
は
密
接
な
関
連
が
見
出
さ
れ
る
つ

例
え
ば
、
提
鰯
碑
の
川
山
は
同
じ
碑
に
用
い
ら
れ
て
い
る
地
名
と
し

て
の
頴
川
の
川
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
穀
様
、
が
す
で
に
指
摘
し

た
通
り
で
あ
り
、
ま
た
石
経
期
間
w

仰
に
見
え
る
字
践
は
郭
泰
碑
(
金
石

粋
編
〉
の
百
川
の
川
と
類
似
し
て
箆
別
し
に
く
い
鐙
を
な
し
て
い
る
。

玉
篇
が
加
の
字
に
注
し
て
、
「
注
潔
日
川
也
。
古
潟
坤
字
也
。
」
と
述

べ
て
い
る
こ
と
は
、
川
川
の
字
、
が
か
つ
て
坤
の
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た

事
賓
の
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
時
代
は
下
っ
て

玄
宗
の
開
一
兆
二
十
六
年
の
潟
本
で
あ
る
敦
樫
本
経
典
稼
文
の
注
訟
に

散
見
す
る
侭
の
字
憶
は
川
に
作
っ
て
お
り
、
踏
の
泉
君
慕
志
に
え
ら

れ
る
川
の
字
と
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
か
ら
考

察
す
る
と
、
襟
仰
の
字
維
は
す
な
わ
ち
別
の
古
形
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
古
泉
援
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
十
日

銭
幣
や
品
川
釘
の
銘
刻
に
見
え
る
川
の
字
が
か
つ
て
坤
と
読
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
漠
碑
川
川
字
の
由
来
を
裏
付
け
す

る

も

の

れ

る

の

で

あ

る

の

門

M
4

、

謀
仰
の
恨
の
字
が
字
形
上
か
ら
考
察
し
て
河
川
の
川
の
に
由
来

す
る
な
ら
ば
、
そ
の
川
の
字
殺
は
如
何
。
現
在
、
同
い
仰
の
卦
名
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
坤
の
字
と
の
問
に
そ
の
字
義
上
の
関
連
が
成
ー
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
の
考
究
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
川
に
は
元
来
従
顕

と
い
う
場
合
の
般
の
怠
味
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
易
の
坤
の
卦
の
表
わ

る
の
で
あ
る
。
川
に
つ
い
て
は
説
文
に
、

、
演
く
侃
略
川
出
。
一
一
一
一
口
深
く
《
之
水
、

川
v

母
穿
遁
流
水
也
G

A
W

同
魚
川
也
。
(
段
建
設
文
〉

と
述
べ
、
一
昨
一
川
慢
は
運
河
の
ご
と
き
も
の
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が

川
の
本
義
は
甲
骨
文
に
徴
す
れ
ば
判
る
よ
う
に
、
堤
防
の
間
を
傾
斜

に
そ
っ
て
流
れ
る
水
を
さ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ホ
が
川
に
注

げ
ば
流
連
し
て
滞
る
こ
と
な
く
流
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
申
し
て
、
川

に
は
次
第
に
販
の
意
味
が
生
じ
て
く
る
こ
と
は
、
例
え
ば
意
前
麟
の

文
始
に
、

説
文
、
川
、
賞
穿
遁
流
水
也
。
川
又
幕
乳
魚
版
理
也
。

と
い
い
、
段
玉
裁
は
設
文
に
注
し
て
、
「
川
之
流
、
糠
之
主
也
。
」
と

い
い
、
康
問
問
字
典
に
は
、
一
瓶
、
川
流
也
よ
と
述
べ
て
い
る
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
も
判
る
が
、
ま
た
、
川
を
一
音
符
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い

る
馴
e

訓
斜
な
ど
の
字
に
は
い
ず
れ
も
般
の
意
味
が
付
輿
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
随
一
諮
(
巻
十
〉
昔
話
山
(
四
)
の
「
率
上
水
下
。
必
伯
ご
と
述
べ

て
い
る
そ
の
意
昭
の
注
に
、
「
水
欽
也
。
:
・
:
:
:
水
動
部
下
傾
也
。
」

と
い
っ
て
い
る
の
も
川
が
阪
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
欽
は
必
で
は
水
で
あ
り
、
ま
た
、
川
を
意
味
す
る
こ
と

は
、
易
中
学
の
(
利
、
渉
大
川
。
」
の
虞
翻
の
誌
に
「
汝
筑
大
山
川
」
と
あ

っ
、
決
卦
の
ぺ
科
診
大
出
ご
の
稜
額
の
俸
に
「
欽
水
。
大
川
也
0

・一

と
あ
る

F
Z三
よ
っ
て
特
る
の
で
あ
る
ャ

と
こ
ろ
で
、
川
め
も
っ
て
い
る
般
の
意
味
が
易
の
坤
の
卦
の
表
わ

す
怠
味
に
結
び
つ
く
と
い
う
の
は
、
{
ロ
仰
の
設
卦
に
一

6

坤
傾
也
ご
と
あ

( 14 ) 



る
か
ら
、
こ
の
解
粋
に
よ
る
と
坤
の
に
は
従
版
の
特
性
が
附
輿
さ

れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
川
の
性
質
に
僚
接
に
速
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
縛
名
に
「
坤
版
也
。
い
(
轄
地
〉
と
あ
り
、
関
部
川
(
巻
十
)
の

「
車
斑
外
内
、
版
以
訓
之
。
い
ハ
晋
諮
問
〉
の
意
昭
の
注
に
も
「
均
順

也
ご
と
あ
っ
て
設
卦
と
向
じ
で
あ
っ
、
特
に
炭
雅
糠
誌
の
「
侭
傾
也
O
L

の
侭
の
字
は
、
川
の
裟
文
践
を
機
灘
間
的
紘
一
↑
法
で
鴻
廷
し
た
形
に
作
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
川
と
坤
と
が
販
と
い
う
共
通
の
意
味
を
介
し
て

た
が
い
に
通
じ
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
校
友
で

あ
る
。な
お
、
傍
援
を
求
め
る
な
ら
ば
易
の
卦
の
放
と
坤
と
は
等
し
く
衆

の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
図
諮
問
(
径
十
〉
の
「
欽
節
也
。
水
也
。
衆
也
0
1
一

(
普
一
諮
問
)
の
意
昭
の
注
に
「
府
知
以
坤
鶏
来
。
欽
魚
水
。
水
亦
衆
之
類
よ

と
い
い
、
一
方
、
易
の
読
卦
に
は
「
坤
震
衆
。
い
と
あ
っ
、
左
倖
関
公

二
年
の
「
衆
錦
之
。
」
の
杜
預
の
注
に
「
坤
信
仰
衆
也
。
」
と
い
っ
て
い
る

こ
と
は
、
い
ず
れ
も
皆
、
欽
す
な
わ
ち
川
〈
水
〉
と
坤
と
の
共
通
性
を

物
語
る
も
の
で
あ
る
。

五
、
宇
一
昔
考

古
額
で
は
川
と
坤
と
は
一
早
期
が
近
づ
い
て
お
り
、
た
が
い
に
通
じ
て

用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
者
活
用
の
関
係
は
川
と
坤

と
が
と
も
に
従
織
の
臓
と
警
が
近
相
似
し
て
い
た
い
」
と
に
よ
っ
て
判
る

の
で
あ
る
。

最
初
に
加
と
艇
と
の
関
係
を
考
察
す
る
と
、
林
義
光
の
文
澱
色
川

文
額
一
昔
頓

K
川
字
下
〉
と
い
い
、
ま
た
、
「
傾
川
欝
い
(
版
字
下
〉
と
い

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
蝦
の
字
の
構
造
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
に

は
合
意
(
大
徐
本
・
段
注
説
文
・
設
寸
〈
一
中
一
絞
殺
な
ど
)
と
形
数
(
小
徐
本
・

紫
停
投
銭
@
段
注
徐
築
@
説
文
句
読
な
ど
て
禽
意
衆
形
態
ハ
説
文
遇

制
定
持
〉
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
が
、
形
勢
文
字
と
み
る
の
が
安
蛍
で

あ
る
。
棋
が
そ
の
構
造
上
、
形
態
文
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
「
従
一
良
川
狩
い
と
な
り
、
川
が
こ
の
字
の
一
音
符
を
示
す
こ
と
に

な
る
か
ら
、
川
と
麟
と
は
そ
の
一
音
が
迩
じ
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
詩
設
檎
逸
に
も
、

服
川
盤
。
凡
巡
訓
例
制
制
籾
等
字
皆
従
川
盤
。
不
得
子
版
字
一
広
A
M

同意。

川
輿
飯
山
路
相
近
。

と
い
い
、
段
玉
裁
の
六
番
苦
均
表
に
よ
れ
ば
、
川
も
版
も
と
も
に
十
日

額
十
三
部
に
廃
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
は
明
ら
か

に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
坤
と
販
と
の
一
音
頭
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
南

学
も
十
日
額
で
は
一
昔
が
近
か
っ
た
。
坤
の
構
造
に
は
ム
M

吾
川
〈
大
徐
本
。

小
徐
本
e

段
注
一
説
文
・
一
説
文
義
一
設
な
ど
〉
と
形
態
(
設
文
通
訓
定
盤
・

一
説
文
句
議
e

設
文
様
例
な
ど
〉
の
二
一
設
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
形
態
文

字
と
み
る
方
が
安
蛍
で
あ
る
o
-説
文
で
は
、
時
・
伸
。
際
・
電
な
ど

は
い
ず
れ
も
「
申
盤
」
に
従
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
例
か
ら
す
れ
ば

均
も
形
整
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
坤
を
形
磐
と
す
れ
ば
、
そ
の
構

造
は
「
従
土
申
渡
:
一
と
な
っ
、
申
は
一
音
符
と
な
り
古
額
十
二
部
に
廃

す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
坤
と
践
と
が
一
音
が
近
い
と
い
う
の
は
、
易
の
設
卦
に
一
乾

( 15 ) 



健
也
勺
坤
版
也
。
」
1ζ

訓
じ
て
い
る
が
、
こ
の
乾
と
健
、
坤
と
棋
と
は

そ
れ
ぞ
れ
設
鎖
倒
関
係
に
あ
り
、
接
識
の
文
字
は
一
再
開
も
、
近
く
義
、
も
ま
た

た
が
い
に
通
じ
る
と
い
う
特
性
が
あ
る
3

劉
部
培
の
中
関
文
字
撃
に

は
そ
の
一
昔
一
級
副
に
一
一
一
日
及
し
て
、

周
易
乾
健
也
。
坤
順
也
。
汝
焔
也
。
縦
一
蹴
也
。
皆
以
上
十
日
之
時
縫

い
令
乾
坤
欽
縦
四
字
、
{
競
合
健
鱗
焔
一
銭
之
義
。
後
世
別
健
順
路
一
鹿
沼

学
絞
潟
遜
行
。
市
乾
坤
欽
離
知
者
漸
鮮
。
田
川
易
此
文
所
以
mm
乾
坤

汝
離
間
字
、
裕
之
近
世
健
順
焔
一
段
四
字
也
。
然
健
版
焔
一
躍
之
昔
、

又
輿
乾
坤
欽
離
之
一
都
防
相
近
。
此
悶
吉
今
諒
一
一
一
一
口
不
問
、
十

m分
第
二
字

者
也
。
(
特
注
梓
例
)

と
い
い
、
ま
た
、
議
韻
文
字
に
つ
い
て
は
、

品
目
、
議
文
字
、
仏
教
必
相
近
。
故
ニ
宇
都
可
互
訓
。
例
如
乾
健
也
っ
坤

隈
也
っ
故
隠
也
。
縦
一
路
也
。
ハ
綿
抗
議
穣
例
)

と
述
べ
て
い
る
の
は
卓
見
で
あ
る
つ
周
易
幣
故
公
民
勢
中
川
・
松
井

山
総
州
)
の
坤
の
卦
に
吋
坤
は
人
民
間
の
切
、
去
一
応
間
服
、
販
が
ふ
な
り
、

説
卦
に
、
坤
は
版
な
り
と
去
、
こ
れ
一
背
と
畿
と
供
に
併
せ
移
し
玉
へ

る
な
り
ご
と
い
い
、
坤
の
反
切
は
「
食
間
切
い
に
な
っ
て
い
る
が
、

段
注
の
阪
は
「
食
間
切
」
と
通
じ
て
い
る
の
で
L

あ
る
。
六
品
一
一
円
一
民
間
均
表

で
は
坤
は
十
日
新
十
二
部
に
廃
し
て
、
十
三
部
の
川
・
傾
と
持
め
て
接

近
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
川
と
坤
と
は
傍
縛
作
用
に
よ
っ
て
た

が
い
に
泡
じ
得
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六
、
説
文
か
ら
九
た
川
川
と
坤

設
ぃ
又
は
坤
字
を
易
の
卦
名
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
が
、
川
山
字
に
つ

い
て
は
指
指
せ
、
ず
、
何
等
注
仰
併
を
施
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
一
読
文
に

は
以
字
が
載
っ
て
い
な
い
と
い
う
設
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

-
氏
一
冗
(
左
停
絞
勘
ロ
山
)
な
ど
が
あ
る
が
、
例
え
ば
王
鋳
山
市
、

易
様
文
、
一
坤
本
叉
作
川
山
、
出
今
字
也
c

索
漠
碑
川
山
字
露
見
。
護
隷

書
也
。
故
一
説
文
不
牧
っ
へ
設
文
句
読
〉

と
述
べ
て
い
る
つ
葱
棟
や
席
世
昌
は
「
関

'mz一
訟
を
と
り
、
況
元
は

た
だ
「
説
文
無
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
か
が
で

あ
ろ
う
か
3

響
、
碑
の
字
穫
は
護
接
的
に
は
川
の
象
文
態
"
を
一
一
誠
撃
的
筆
法
に
よ
っ

て
官
官
き
改
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
漢
碑
で
は
乾
坤
も

山
山
川
も
間
一
字
を
用
い
る
の
で
あ
る
c

た
だ
こ
の
場
合
、
前
者
と
後

者
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
、
一
問
者
の
紘
一
「
勢
に
務
化
を
も
た
せ
、

川
出
場
加
の
二
鰭
に
作
っ
て
区
別
を
す
る
と
い
う
工
夫
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
σ

漢
隷
の
恨
の
宇
穫
は
笈
は
設
文
の
解
設
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。

一
つ
山
仏
川
字
下
の
露
骨
ハ
げ
の
文
(
前
出
)
に
見
え
、
一
つ
は
活
字
下
(
首

富
ョ
何
十
日
す
〈
富
也
‘
川
山
象
援
。
諮
ー
フ
~
馨
c

裳
割
問
也
。
)
に
髪
の
形
を

象
っ
た
も
の
と
し
て
山
小
川
て
い
る
う
設
寸
〈
の
解
説
は
木
旅
殺
害
を
用
い

て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
字
鵠
は
恐
ら
く
漢
碑
の
よ
う
に
虫
一
円
か
れ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
今
本
の
設
寸
〈
は
横
滑
一
一
円
化
し
て
第
十
勢
に
援
化
を

き
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
J

従
っ
て
侃
字
は
現
在
の
設
す
〈
に
は
装
文

ハ
川
学
〉
の
桝
川
口
パ
化
さ
れ
た
形
と
に
お
い
て
解
説
の
中
に
お
の
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築ず
文か
。〉

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
説
文
は
古
文
@
鍬
備
す
〈
。

あ
る
か
ら
、
総
崎
山
判
的
筆
法
に
よ
る
仰
の
学
殺
を
正
か

と
し
て
許
揺
が
牧
鈴
し
て
い
な
い
の
は
、
も
と
よ
っ
蛍
然
の
こ
と
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
っ

と
こ
ろ
で
象
文
の
川
字
が
漢
殺
の
内
字
の
原
線
に
な
る
な
ら
ば
、

説
文
が
坤
の
字
の
下
に
特
に
「
易
之
卦
也
ご
と
注
し
な
が
ら
、
川
字

に
は
何
等
の
注
解
を
施
し
て
い
な
い
こ
と
が
疑
問
に
な
ろ
う
。
し
か

し
八
卦
の
乾
・
党
・
離
・
援
。
出
火
・
放
・
良
な
ど
に
つ
い
て
も
み
な

「
易
の
卦
〕
を
技
し
て
い
な
い
か
ら
、
ひ
と
り
川
字
だ
け
の
ケ

i
ス

で
は
な
い
。
ま
た
、
八
卦
の
意
味
に
つ
い
て
も
説
文
の
解
説
は
必
ず

し
も
易
に
連
な
る
と
は
眠
ら
な
い
。
山
wm卒
石
経
期
易
に
見
え
る
八
卦

中
の
七
文
字
を
設
す
〈
と
縛
文
の
解
説
に
照
し
て
み
る
と
、

乾
〈
説
文
〉
上
出
也
。

乾
嬉
也
3

比
八
純
卦
。
象
天
。

淑山川

「
¥
吉
本
i
o

究
レ
ヘ

ノ
令
官
庁
，

3
3

〈
均
吠
〆

-
隷
文
〉
動
也
。
八
純
卦
。

(
設
す
〈
)
兵
也
。

(
敦
・
樺
文
〉
入
也
。

瀬
也
。
八
純
卦
。
象
風
象
木
。

パ
縦
横
吋
〕

-
裕
叫
ん
行
人
米
関ξ
自
却
・
が
一
終
結
文
冷
み
よ
か
1

終
に
作
同
ソ
、
説
文
さ
蕗
山
一
下
に
「
持
却
の

対
一
を
注
す
a

ヘ
克
ヤ
ヘ
J

王
寺
色
。

f

J
一
日
門
A
Y
L
P
f
Jイ
i
j』

(
対
で
穆
文
〉
故
、
又
作
唱
。
京
劉
作
飲
。
段
也
。
八
純
卦
っ
象

r
¥
J
 

有
川
リ

江川制点呼
J

主
将
ば
す
べ
て
飲
込
作
り
、
夜
行
'
本
問
問
開
制
・
終
山
内
務
文
は
み
な
汝
に
作
る
G

炊
は

必
山
引
人
日
間
也
J
と
あ
る
q

綜
文
一
本
ば
坊
に
作
v
Q
C

1故

こ
の
よ
う
な
解
説
の
貨
態
か
ら
説
文
が
川
字
下
に
「
易
の
卦
」
と

か
一
服
L

の
意
味
を
述
べ
て
い
な
く
と
も
敢
え
て
差
支
え
な
い
。
ま

た
、
卦
名
は
一
卦
一
字
と
は
限
ら
な
い
。
卦
名
は
本
来
伎
借
字
的
性

格
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
普
通
作
用
や
姉
俸
に
よ
っ
て
異
同
が
生
じ

る
。
奨
と
嬰
、
欽
と
汝
と
い
市
な
ど
の
例
も
あ
る
か
ら
、
坤
卦
に
二
字

存
在
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
説
文
で
は
坤
字
以
外
に
他
の
一
例

と
し
て
弊
字
に
「
易
の
卦
」
を
注
し
て
い
る
。
〈
努
控
(
也
。
此
易
雰

卦
。
翁
長
女
翁
町
内
者
。
)
こ
の
こ
字
は
段
玉
裁
が
坤
字
に
在
し
て
い

っ
て
い
る
よ
う
に
、
易
の
た
め
に
特
に
造
っ
た
文
字
と
い
う
よ
う
な

、
も
の
で
は
な
く
、
嘗
時
秘
府
に
滅
さ
れ
て
い
た
稀
存
の
孟
氏
古
本
日
仰

に
は
こ
の
字
鐙
を
用
い
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
象
文
鐙
の

坤
・
嬰
は
漢
代
の
一
般
活
行
文
字
と
し
て
の
一
殺
害
に
は
用
い
ら
れ
て

お
ら
ず
、
す
で
に
古
字
化
さ
れ
た
性
格
の
文
字
で
あ
っ
た
が
た
め
に

設
す
〈
は
「
易
の
卦
」
を
特
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

均
の
本
義
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
煩
の
意
味
を
表
わ
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
説
文
が
「
坤
地
也
よ
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
日
仰
の

設
卦
に
一
坤
也
者
地
也
。
二
坤
地
也
o
i
一
と
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
、
左
停
妊
公
一
よ
び
感
諮
問
〈
各
十
〉
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に
は
…
J
坤
土
也
っ
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
解
訟
は

い
ず
れ
も
、
側
伸
文
が
「
坤
象
地
ご
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
坤
の
卦
の

象
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
と
し
て
は
設
卦
の
「
乾
健
也
っ

坤
煩
也
一
五
一
五
」
の
正
義
に
「
此
一
節
設
八
卦
名
説
。
…
と
い
っ
て
い
る

の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
と
こ
ろ
で
坤
字
は
甲
骨
文
や
先
秦
の
金
石

文
に
は
ま
だ
見
嘗
ら
な
い
の
十
日
ろ
補
・
十
日
銀
補
々
9

書
道
全
集
な
ど

が
吉
鉢
文
に
見
え
る
「
従
立
従
申
」
の
文
字
を
坤
字
と
解
稼
し
て
い

る
が
、
こ
の
一
連
の
文
字
は
応
部
忠
周
が
古
銭
第
に
お
い
て
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
「
伸
い
字
の
典
文
で
'
あ
っ
て
坤
字
そ
の
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
今
本
の
友
停
や
関
訟
に
見
え
る
坤
字

が
架
し
て
先
秦
の
用
字
で
あ
る
か
は
極
め
て
疑
別
で
あ
る
。
左
停
昭

公
二
十
九
年
の
坤
卦
の
難
文
に
一
，
坤
、
本
又
作
出
ご
と
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
考
合
す
る
と
、
坤
{
子
は
験
問
削
時
代
に
秦
の
地
を
中
心
に
行
な

わ
れ
た
問
万
系
の
mm
字
で
あ
り
、
山
山
学
は
般
原
代
に
東
万
地
域
に
行

な
わ
れ
た
東
方
系
の
用
字
で
あ
っ
た
ろ
う
と
被
定
さ
れ
る
が
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
坤
は
何
よ
り
あ
と
に
作
ら
れ
た
文
字
で
あ
り
、
漢
代

に
お
い
て
は
繁
文
は
坤
を
mm
い
、
隷
批
一
れ
は
似
が
一
般
並
行
化
す
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

七

、

結

論

説
碑
の
隷
書
に
見
ら
れ
る
何
学
は
、
そ
の
字
形
が
暗
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
一
兆
来
河
川
の
川
に
幕
、
づ
く
も
の
で
あ
る
つ
玄
た
、
そ
の
学

一
一
校
・
山
干
す
に
つ
い
て
み
て
も
、
古
代
に
お
い
て
は
川
と
坤
と
は
た
が

い
に
通
じ
あ
う
性
格
を
も
ち
な
が
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ

に
お
い
て
特
に
目
立
っ
た
使
用
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
き

な
特
色
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
漠
碑
の
侭
字
は
甲
骨
文
に
減
っ
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
易
の
誌
の
形
象
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
と
も
に

き
た
、
日
仰
の
卦
名
の
本
字
で
あ
っ
た
か
と
忠
わ
れ
る
。
し
か
し
て
、

設
文
が
特
に
指
檎
し
て
い
る
坤
字
は
、
『
あ
惇
流
の
間
に
用
い
ら
れ
た

骸
借
字
で
に
あ
っ
、
か
つ
穀
臨
時
代
に
お
け
る
西
方
系
の
用
字
を
留
め

て
い
る
も
の
と
解
樟
さ
れ
る
。
日
仰
は
漢
代
で
は
第
一
位
に
重
ん
ぜ
ら

れ
た
経
山
地
円
で
あ
り
、
山
川
字
系
統
の
経
本
が
皐
官
に
立
っ
て
か
ら
は
、

そ
れ
が
蛍
時
に
お
け
る
一
般
一
通
行
の
隷
蓄
と
な
っ
て
普
及
さ
れ
、
こ

れ
に
反
し
て
坤
字
は
象
ー
文
用
の
文
字
と
し
て
だ
け
用
い
ら
れ
た
も
の

と
忠
わ
れ
る
。
〈
関
母
踏
石
関
銘
の
象
文
に
「
乾
坤
」
の
諾
が
見
え
る
。
〉

保
と
坤
と
の
一
例
字
鐙
が
と
も
に
易
の
卦
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に

至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
部
字
の
一
広
問
中
一
成
北
ハ
活
性
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
特
に
字
形
に
つ
い
て
は
、
刊
は
河
出
の
川
と
そ
の
字
形
が
混

同
し
易
い
た
め
に
坤
を
借
用
し
た
と
も
み
ら
れ
、
後
世
い
つ
し
か
刊

の
字
践
は
股
れ
て
用
い
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
借
字
と
し
て
の
坤
が
遊

行
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
碑
所
見
の
ん
千
枝
は
漢
以

後
綾
に
か
け
て
な
お
用
い
ら
れ
(
貌
の
孔
茨
碑
、
敦
，
院
本
経
地
(
制
伸
文

注
認
な
ど
〉
、
こ
れ
と
併
行
し
て
貌
普
の
頃
か
ら
坤
字
も
行
な
わ
れ
て

一
・
機
万
@
行
主
な
ど
に
数
十
れ
ん
し
(
孔
子
家
一
品
川
王
潟
、
住
・
玉
川
被
占
/γ

)
、
玄
宗
の

mm
一
冗
改
字
的
れ
か
ら
何
学
に
次
第
に
疲
れ
坤
字
、
が

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
む

(一九六一三・一・……一
O
〉
〈
問
問
立
小
山
去
一
九
州
絞
殺
ぬ
)

( 18 ) 
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